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技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 

１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） い か に 土 地 利 用 の 誘 導 を 図 る か  

多 く の 災 害 は 、 地 質 な ど の 地 形 的 特 性 や 農 地 転 用 な

ど の 土 地 利 用 の 履 歴 と 密 接 な 関 連 に あ る 。 し か し 、 防

災 機 能 を 考 慮 し た 空 間 形 成 は 十 分 と は い え ず 、 複 合 災

害 リ ス ク を 助 長 す る 要 因 と な っ て い る 。 そ の た め 、 災

害 履 歴 な ど を 踏 ま え 地 震 後 の 地 盤 や 豪 雨 に よ る 二 次 災

害 リ ス ク を 評 価 し 、 都 市 を 形 成 す る 必 要 が あ る 。 よ っ

て 、 強 靭 化 の 観 点 か ら 、 土 地 利 用 の 誘 導 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） い か に 防 災 D X を 推 進 す る か  

近 年 、 経 験 の な い 気 候 変 動 に よ り 単 一 災 害 に よ る 影

響 で さ え 予 測 困 難 と な っ て い る 。 同 時 多 発 的 に 発 生 す

る 複 合 災 害 で は 時 間 差 や 相 互 作 用 を 考 慮 し た 高 度 な 分

析 が 求 め ら れ 、 さ ら に 対 応 が 難 し く な っ て い る 。 こ の

た め 、 気 象 や 地 理 空 間 情 報 な ど 多 様 な デ ー タ を 統 合 ・

分 析 し 、 災 害 予 測 の 精 度 向 上 を 図 る 必 要 が あ る 。 よ っ

て 、 技 術 面 の 観 点 か ら 、 防 災 Ｄ Ｘ の 推 進 が 課 題 で あ る 。  

（ ３ ） い か に 広 域 避 難 を 推 進 す る か  

東 日 本 大 震 災 で は 、 地 震 被 害 に 加 え 津 波 等 の 複 合 的

被 害 が 同 時 に 発 生 し 、 災 害 対 応 の 複 雑 化 ・ 広 域 化 を 招

い た 。 多 く の 市 町 村 で は 、 行 政 区 域 内 で 避 難 を 完 結 す

る 計 画 と な っ て い る が 、 二 次 災 害 時 に は 避 難 先 が 被 災

す る 場 合 も あ る 。 そ の た め 、 自 治 体 間 の 連 携 に よ る 広

域 的 な 避 難 体 制 の 確 保 が 不 可 欠 で あ る 。 よ っ て 、 体 制

面 の 観 点 か ら 、 広 域 避 難 の 仕 組 み 構 築 が 課 題 で あ る 。  
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 人 口 減 少 化 に お け る 持 続 可 能 な 都 市 運 営 に も 寄 与 す

る と 考 え る た め 、 「 い か に 土 地 利 用 の 誘 導 を 図 る か 」

を 、 最 重 要 課 題 に 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

（ １ ）  住 ま い の 誘 導  

 居 住 の 安 全 性 を 確 保 す る た め 、 立 地 適 正 化 計 画 に お

い て 防 災 指 針 を 定 め 、 災 害 リ ス ク を 踏 ま え た 居 住 誘 導

区 域 を 設 定 す る 。 具 体 的 に は 、 土 砂 災 害 警 戒 区 域 や 垂

直 避 難 が 困 難 な 洪 水 浸 水 想 定 区 域 を 除 外 す る 。 災 害 リ

ス ク の 高 い 区 域 を 予 め 排 除 す る こ と で 、 安 全 な 居 住 エ

リ ア を 視 覚 的 に 明 示 す る 。 こ れ に よ り 、 住 民 が 新 規 居

住 や 住 み 替 え の 際 に 災 害 リ ス ク を 容 易 に 把 握 で き 、 安

全 性 の 高 い 区 域 へ の 居 住 が 促 進 さ れ る 。  

（ ２ ） 高 台 ま ち づ く り の 推 進  

地 震 被 災 後 の 復 旧 期 間 中 に 豪 雨 が 発 生 し た 際 、 リ ー

ド タ イ ム が 短 い 山 地 部 で は 、 土 砂 災 害 に よ る 人 的 被 害

の リ ス ク が 高 ま る 。 こ う し た リ ス ク が 高 い 区 域 に 対 し

て は 、 住 民 の 安 全 確 保 を 目 的 に 、 居 住 地 の 高 台 移 転 を

計 画 的 に 推 進 す る 。 例 え ば 、 防 災 集 団 移 転 促 進 事 業 を

活 用 し 、 ５ 戸 以 上 の 住 宅 の 集 団 移 転 を 支 援 す る 。 既 存

市 街 地 ・ 集 落 の 空 き 地 ・ 空 き 家 を 移 転 先 と し て 活 用 す

る こ と で 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持 も 期 待 さ れ る 。  

（ ３ ） 緑 地 の 保 全  

 地 震 時 の 火 災 延 焼 を 防 止 し 、 ま た 住 民 の 避 難 地 帯 と

し て の 機 能 を 確 保 す る た め 、 都 市 内 に お け る 緑 地 の 計
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画 的 な 保 全 ・ 活 用 を 推 進 す る 。 例 え ば 、 特 別 緑 地 保 全

地 区 を 指 定 し 開 発 行 為 な ど を 規 制 す る 。 ま た 、 機 能 維

持 増 進 事 業 を 活 用 し 、 樹 林 に よ る 地 下 水 涵 養 や 土 砂 災

害 防 止 等 の 緑 地 機 能 を 再 生 す る 。 さ ら に 、 税 制 優 遇 措

置 に よ り 、 土 地 所 有 コ ス ト を 抑 制 し 保 全 を 誘 導 す る 。  

３ ． 新 た な リ ス ク と 対 応 策  

 災 害 リ ス ク の 低 い 土 地 へ の 開 発 圧 力 の 高 ま り に よ り 、

森 林 伐 採 な ど が 行 わ れ る こ と で 、 生 物 多 様 性 の 損 失 を

引 き 起 こ す リ ス ク が あ る 。  

 対 応 策 と し て 、 環 境 影 響 評 価 に お い て 配 慮 書 手 続 き

を 実 施 し 、 計 画 段 階 か ら 影 響 の 回 避 ・ 低 減 を 図 る 。 ま

た 、 残 存 す る 影 響 に 対 し て は 、 生 物 多 様 性 オ フ セ ッ ト

に よ る 代 償 措 置 を 講 じ 、 ノ ー ネ ッ ト ロ ス の 実 現 を 図 る 。  

４ ． 必 要 な 要 件 と 留 意 点  

技 術 者 倫 理 の 観 点  

 土 地 利 用 の 誘 導 に 際 し て は 、 公 衆 の 安 全 ・ 健 康 ・ 福

利 を 最 優 先 と す る こ と が 要 件 で あ る 。 留 意 点 は 、 ス ケ

ジ ュ ー ル や コ ス ト を 優 先 す る あ ま り 、 不 完 全 な 計 画 を

策 定 し 、 公 衆 に 不 利 益 を も た ら す こ と が な い よ う 、 関

連 法 令 や ガ イ ド ラ イ ン を 遵 守 す る こ と で あ る 。  

社 会 の 持 続 性 の 観 点  

 環 境 の 保 全 を 最 優 先 と す る こ と が 要 件 で あ る 。 グ リ

ー ン イ ン フ ラ 導 入 に あ た っ て は 、 効 果 を 定 量 的 に 可 視

化 し 、 都 市 機 能 と の 相 乗 効 果 や 環 境 価 値 の 創 出 に 留 意

す る 。  以 上  


